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経骨神経

腔骨神経(N . tibialis) 

)j奈自の後中央を下行

( ヒラメ紗j と千炎 }J呈 ' 1 '1おお

音IJ

総JlJド骨神経と分れて、

解

下腿後商の派層し 、

|付栄の後で内側足底神

皮経と外側足底神経となって足底の筋肉、

1"1子し、をとの間 )

膚へ行く。

また足d支を ー下院桂 t~�li 筋枝は下腿の厄1筋へ、

ヒ

(外伏在神経) と足底へ送る。

機能

|、拠開館Jヒラメ 宵箔 ) : 下腿三頭筋(緋腹筋、

前者は大腿 '1毒・下封ili の

内外側身さから起こり、またf走者はj径骨、 l俳句-

の最も キ な るも ので、

両筋が相会して強大なの背面から走呈こり、

足随骨についている 。アキレス腿となり、

を足民間曲させ、 つま先立ち を可能に させ

膝寓筋はノj、筋でトの機能に参加する 。る 。

後経骨筋)i. の l付反と足民屈曲の補助会す

り)腿は内宋:こ tしは}j}官十 の 1&百ゴから走E こる 。

の下を )01 っ て足民の諸怜に至る 。

長指屈筋、 こtLら[立:寸でlli!H表面1長母指j冨筋ー

腿は内果の下を回り足指に支カ‘ ら走塁こり 、

足指の コI<:ÍÍii の問曲を来たす。る 。

知覚. 外伏在神経は下腿の後商の知覚を司

足底神経は足底の士u党を司どる 。とF り 、

臨床

多 く坐骨神車壬f筋合:の時に{受され、
2主

また寸三 船旦

排竹神経タト{毎などで{受 さ;/'Lるカヘσ) ，付 4汗 、

つま先で

より頗度は少ない。

l付反が侵され、J.f，利率 l立足の同曲、

D )J;ぺす 4・ く なる 。

部分的傷害として |付栄の所で、府筋支幣の下

l在廿神経が千受さを j通る ;'JI， 1、〉ーの少ト1~ー など て令、

れることがある 。 これを足管症イ長群 (Tarsal

syndrome) 

鈍麻、

I)~巣の ) I 冊、

また足l長 ìfJí の麻骨:

とし、う 。tunnel 

足 1底の J:II覚呉市、

を米んす。


